
Una Voce Japan 主催
（ウナ・ヴォーチェ・ジャパン）

ローマ典礼の特別形式による歌ミサのご案内

司式：ラファエル植田勝行神父
（至高なる大祭司であり王であるキリスト宣教会、現在アメリカで司牧）

2019年5月5日（日）  御復活後第二主日（善き牧者の主日）

場所：カトリック聖ヴィアトール北白川教会　

時間：14時00分～　聖母の連祷（ラテン語）
                                     14時20頃～　特別形式ミサ（ラテン語トリエント・ミサ）

 ミサ後に懇親会が行われます。

主催：Una Voce Japan（ウナ・ヴォーチェ・ジャパン）    お問い合わせは　info@uvj.jpまで　　
*小教区主催ではありませんので、北白川教会へのお問い合わせはご遠慮下さい。

ローマ典礼の特別形式とは

　全世界のローマ・カトリック教会は、16世紀後半から1970年代まで約400年間、単一の形式のラテン語によるミサを行ってきました。
典礼刷新後、このミサが一般の小教区で挙げられることはほとんどありませんでしたが、2007年以降、ベネディクト16世教皇の許可により

一定の条件の下＊、誰でも、この伝統的形式のミサに与ることができるようになりました。現行のミサ（ローマ典礼の通常形式）に対し、
特別形式と位置づけられています。日本では、年齢層の高い信徒の記憶にのみ残るミサですが、欧米では一般の小教区でも現行のミサと並
んでこのミサが挙げられ、多くの若い世代の共感を呼んでいます。

＊詳しくはカトリック中央評議会の下記ホームページをご覧下さい。
http://www.cbcj.catholic.jp/jpn/feature/benedict_xvi/bene_message242.htm
http://www.cbcj.catholic.jp/jpn/feature/benedict_xvi/bene_message243.htm

京都市左京区北白川西蔦町２２


